
アクリル腐食の化学的メカニズム 

アクリル素材に発生する『腐食』とは、化学成分・紫外線・熱・酸化反応などによって表層構造が変化し、透

明性や平滑性が低下する現象である。一般的なアクリル（PMMA：ポリメタクリル酸メチル）は高い透明性を

持つ一方で、化学的影響や環境ストレスに対して繊細な特性を持っている。特に長期間の紫外線曝露や薬品接

触によって、分子結合の一部が変化し、白化・クラック・曇り・黄変などが発生する場合がある。外観上は単

なる汚れに見えることも多いが、実際には素材そのものの表層劣化が進行しているケースも少なくない。 

アクリルは主にメタクリル酸メチル（MMA）を重合して形成された高分子樹脂であり、その透明性は分子配

列の均一性によって維持されている。しかし紫外線エネルギーを長期間受け続けることで、高分子鎖の一部が

切断される『ポリマー鎖切断』が発生する。これによって分子構造の均一性が崩れ、光透過率低下や黄変、白

濁として視認されるようになる。また、表面に形成された微細なクラックは光を乱反射させるため、透明感低

下の原因となる。 

実務上では、アルコール・シンナー・強アルカリ洗剤・溶剤系薬品などによる『ケミカルクラック』が発生し

ているケースも多く見られる。これは化学成分によってアクリル表層の応力バランスが崩れ、微細な亀裂が発

生する現象である。特に応力が集中している曲げ加工部やビス周辺では発生しやすい傾向がある。さらに屋外

環境では、紫外線・温度変化・湿度変動が複合的に作用することで劣化進行が加速する場合がある。 

アクリル表面で発生する白ボケや曇りは、微細傷・表層荒れ・クラックによる光散乱現象が主な原因である。

本来平滑であるべき表面にナノ〜ミクロンレベルの凹凸が形成されることで、透過光が均一に通過できなくな

る。その結果、白濁や透明感低下として認識される。特に屋外看板や透明パーテーションでは、視認性低下や

景観劣化へ直結するケースが多い。 

アクリル再生研磨では、劣化した極表層を均一に調整し、光学的平滑性を回復させることを目的とする。ただ

しアクリルは熱変形しやすい素材であるため、過剰な摩擦熱によって歪みや内部応力変化が発生する可能性が

ある。そのため、研磨圧・回転数・熱管理・粒子制御を適切に行う必要がある。また、深部まで進行したクラ

ックや黄変は完全回復が難しい場合もあり、状態診断が非常に重要となる。特に透明性が重視される水槽・カ

バー・ディスプレイ用途では、わずかな歪みでも視認性へ大きく影響するため、高度な施工管理が求められる。 



アクリル腐食は初期段階であれば改善できる可能性が高いが、進行すると素材内部まで劣化が広がる場合があ

る。そのため、日常的な薬品管理・紫外線対策・適切な清掃方法が重要となる。特に乾拭きや不適切な洗剤使

用は微細傷増加の原因になるため注意が必要である。アクリル再生研磨は単なる表面磨きではなく、高分子材

料特性・光学特性・熱特性を理解したうえで行う専門施工である。 


